
令和5年度　新型コロナウイルス感染症対応地方創生臨時交付金充当事業・充当額及び事業効果について

事業名 事業概要 事業費 臨時交付金充当額 事業効果

低所得世帯に対する支援事業【低所得世帯給
付金】

コロナ禍における物価・賃金・生活総合対策として、電力・ガス・
食料品等価格高騰による家計への負担増の影響が大きい低所
得世帯（住民税非課税世帯等）に対して、１世帯あたり3万円の
支給する。

15,143,960 15,143,960 474世帯に給付し、物価や原油高騰による負担が増加している低所得世帯の支援に繋がった。

学校給食費無償化事業
コロナ禍において原油価格や物価高騰に直面し、経済的負担が
増している子育て世帯に対し、学校給食費を無償化することによ
り負担軽減を図る。

9,012,013 8,608,000 約860万円の保護者の軽減を図ることができ、物価や原油高騰による負担が増加している子育て世帯の負担軽減が図られた。

ぬまた町元気応援商品券配布事業

コロナ禍における電力・ガス・食料品・原油・物価高騰に対する生
活支援として、町民１人当たり６千円の商品券を支給し、経済的
負担軽減を図る。商品券を利用できない老人福祉施設入所者に
対しては、６千円相当の生活支援を、老人施設への繰出金に
よって行う。

18,129,094 16,143,000 約1,600万円分の商品券が使用され地域消費の下支えに繋がった。

162,419,564 114,631,000合計




